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第３回検討委員会に対する保護者等からの主な意見 
 

１. 概要 

１） 保護者説明会 

最新の将来人口推計や全市的アンケート結果等、第３回検討委員会までに議論された内容について、

近い将来に適正化すべき小規模校に該当する可能性のある５つの小学校区の保護者を対象とした保護

者説明会を開催しました。 

表 実施概要 

学校名 開催日 参加者数 
アンケート 
回答数 

緑苑小学校 令和７年１１月６日 ２２人 ２２人 

尾崎小学校 令和７年１１月１０日 ５人 ５人 

稲羽東小学校 令和７年１１月１０日 ６人 ６人 

八木山小学校 令和７年１１月１２日 ２４人 ２４人 

各務小学校 令和７年１１月１３日 ５人 ５人 

合計 ６２人 ６２人 

 

また、保護者説明会では以下の設問にてアンケートを配布しました。 

表 設問内容 

在校児童の学年 
１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
※兄弟に未就学児がいる場合はその年齢も追記 

Q1-1. 
本日ご説明した 
①「学校再編の進捗状況について（令和７年 11 月）」、 
②「小中一貫教育制度（義務教育学校）について」 
これらの取組や考え方について、どう思いますか。 

ア 理解できる 
イ どちらかといえば理解できる 
ウ どちらともいえない 
エ どちらかといえば理解できない 
オ 理解できない 

Q1-1.上記回答とした理由を自由にご記入ください。 【自由記述】 

Q2.今後、再編等に向けた取組を行ううえで、配慮してほしい
事項などがあれば自由にご記入ください。 

【自由記述】 
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２） スマート連絡帳によるアンケート 

１０月２９日に開催した第３回各務原市学校適正規模・適正配置等検討委員会に関して、スマート連絡

帳（保護者連絡アプリ）を通じて市内の小中学校児童生徒及び保護者、市内の未就学児の保護者に対

してアンケートを実施しました。 

表 実施概要 

対象者 市内の小中学校児童生徒及び保護者、市内の未就学児の保護者 

配信方法 スマート連絡帳（保護者連絡アプリ） 

配布資料 
・第３回各務原市学校適正規模・適正配置等検討委員会 NEWSLETTER No.3 
・学校再編の進捗状況について（令和７年１１月） ※保護者説明会配布資料 
・小中一貫教育制度（義務教育学校）の概要 ※保護者説明会配布資料 

実施期間 １１月２１日～１１月２８日 

 

アンケートではお住まいの小学校区について回答していただいた上で、第３回検討委員会のどの議題

に対して意見や質問を募集しました。 

表 設問内容 

Q1-1.あなたのお住まいの小学校
区を教えてください。 

【自由記述】 

Q2.ご意見、ご質問に関する議題を
選択してください。 

【以下の選択肢より選択（複数選択可）】 

議題１「第２回検討委員会の振り返り」について 

議題２「全市的なアンケート調査結果」及び「関係者ヒアリングの結果」

について 

議題３「学校再編検討プロセス及び再編対象グループ」について 

議題４「小中一貫教育制度（義務教育学校）」について 

その他（学校再編にあたり配慮してほしい事項など） 
Q3.選択した議題等について、ご意

見やご質問を記入してください。 
【自由記述】 
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２. 集計結果 

１） 保護者説明会 

設問１-１ 本日ご説明した 

①「学校再編の進捗状況について（令和７年１１月）」、 

②「小中一貫教育制度（義務教育学校）について」 

これらの取組や考え方について、どう思いますか。 

いずれの学校も「理解できる」と「どちらかといえば理解できる」の合計が８割を超える結果となりました。 

 

緑苑小学校区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尾崎小学校区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7, 

32%

11, 

50%

4, 

18%

理解できる

どちらかといえば理解できる

どちらともいえない

どちらかといえば理解できない

理解できない

N＝

N＝

N＝

N＝２２

1, 

20%

4, 

80%

理解できる

どちらかといえば理解できる

どちらともいえない

どちらかといえば理解できない

理解できない

N＝

N＝

N＝５
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稲羽東小学校区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八木山小学校区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各務小学校区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4, 

67%

2, 

33%

理解できる

どちらかといえば理解できる

どちらともいえない

どちらかといえば理解できない

理解できない

N＝

N＝６

N＝

12, 

50%

9, 

38%

2, 

8%

1,

4%

理解できる

どちらかといえば理解できる

どちらともいえない

どちらかといえば理解できない

理解できない

N＝２４
N＝

N＝

N＝

N＝

5, 

100%

理解できる

どちらかといえば理解できる

どちらともいえない

どちらかといえば理解できない

理解できない

N＝５

N＝
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各学校区の合計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問１-２ 上記回答とした理由を自由にご記入ください。 

学校再編に対して肯定的な意見が多くみられました。また、小中一貫校化についても肯定的な意見が

多くみられました。一方で、小中一貫教育制度について理解できていない部分があるといった意見も一部

みられました。また、小規模校の良さがあるという意見や今後に対する不安の意見、新規校舎を整備する

べきといった意見もみられました。 

 

（緑苑） 小中一貫教育制度は魅力的であると感じた。 

（緑苑） 小中一貫に大いに賛成である。今後日本全体が少子化になるのであれば、とても良い機会に

なる。中１ギャップは自分の子どもが経験している。核家族で兄弟も少ない今、とても必要だと

感じる。 

（緑苑） 少子化が進んでおり、学校再編は仕方ないと思う。とにかく子どもたちにとって良い方向に行く

ことを願う。小学校同士の統合よりも、小中一貫校の方が未来があると思った。 

（緑苑） 少子化については仕方ないと思う。たくさんの人との関わりも大切だと思う。ただ、小規模学校

での良さでもある先生方の手厚いサポートや一人ひとりの学習面のサポートなどを考えると、

小規模でもいいのかな、とも思う。 

（緑苑） 再編については必要性をよく理解できた一方、小中一貫教育制度や義務教育学校について

はもう少し説明してほしい 

（尾崎） 子どもたちのことを考えてもらえることはとてもわかるが、まだ親として今後どうしていけばいい

のか不安である。 

（尾崎） 子どもたちのことを真摯に考えた内容である。 

（稲羽東） 老朽化や少子化について早急に対応しなければならないことが理解できた。子どもたちの学

習環境がより良いものになっていくイメージが沸いた。 

（稲羽東） 市民の意見を取り入れつつ、検討しているのが分かった。 

（八木山） 小中一貫教育制度に賛成である。メリット、デメリットは多々あるが、兄弟がいる家庭では行事

日程が立てやすく、共働きとしてはありがたい。 

（八木山） 小中一貫校になることに賛成である。合併する学校区の中心地を目安に新たな学校が作られ

ることを希望する。現在ある学校を利用するのも良いと思う。 

29, 

47%

26, 

42%

6, 

10%

1, 

1%

理解できる

どちらかといえば理解できる

どちらともいえない

どちらかといえば理解できない

理解できない

N＝
N＝

N＝

N＝

N＝６２



 

6 

 

（八木山） 再編にはメリットとデメリットがあるが、いつかは実行していかなければならないことなので、そ

れが今なのかと思った。建物の老朽化に対して、建て替えは早くしてほしいと思う。新しい校舎

で学べるのは良い。 

（八木山） 少人数の場合、６年間同じクラスでクラス替えがないことが子どもにも保護者にも良くないと思

うため、少しでも早く人数を増やし、環境を整えてもらいたい。 

（各務） 少子化に伴い、学校再編はやむを得ないと思う。 

（各務） 中央小と統合する案は良いと思った。 

 

 

設問２ 今後、再編等に向けた取組を行ううえで、配慮してほしい事項などがあれば自由にご記入ください。 

適切な通学環境の確保に関する意見が多くみられました。また、子どもを第一に検討して欲しいという

思いから、再編前からの交流や、建替時の配慮についての意見がみられました。また、今後の説明会につ

いて、多くの市民が参加できるよう配慮して欲しいといった意見もみられました。 

 

（緑苑） 再編案が決定した後、子どもたちへも説明してほしい。 

（緑苑） 統合などのスケジュールが決まれば、地域や学校を対象に説明会をお願いしたい。 

（緑苑） 校舎を建て替える場合、建替期間中に在学する児童生徒への配慮も十分にしてほしい。 

（緑苑） 通学路が特に心配だ。今の距離とできるだけ変わらないようにしてもらいたいが、遠くなるなら

スクールバスを検討してもらいたい。また、坂も多い場所もあり、事故のないようにしてもらいた

い。再編に至ったとしても、保護者が行事等や送迎時に車が停められないことがないようにし

てほしい。個人的には小中一貫が良いが、学年を超えた思いやりのある場にしてほしい。 

（尾崎） スクールバスが出る場合でも、乗り遅れなどが心配である。 

（尾崎） 再編した場合、スクールバスやいじめ問題に配慮してほしい。 

（稲羽東） 参加しやすい、できる説明会にしてほしい。ホームページ等での情報発信など、様々な選択肢

を増やしてほしい。 

（稲羽東） 再編時期前後の子どもたちのケアのほか、バス等の通学手段の線引（徒歩とバス通学の境

界）において、地図上の距離だけでなく、道路事情や地域の特性を踏まえて考えてほしい。 

（稲羽東） 再編される学校同士での交流を増やし、子どもたちがスムーズに「新しい仲間」となるようにし

てほしい。 

（八木山） 説明会も良いが、下の子を連れての説明会が大変なので、ウェブなどでも参加できるとハード

ルが低くなり、参加しやすい。 

（八木山） 通学距離や通学路の安全性の整備が必要だ。スクールバス運行時でも安全への取り組みが

求められる。 

（各務） 様々な選択肢があると思うが、子どものことを最優先で判断してほしい。 

（各務） 地域住民の意見をしっかりとヒアリングしてほしい。 
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２） スマート連絡帳によるアンケート 

第３回検討委員会の内容に関する意見や質問を各議題ごとに要約・整理しました。 

● 議題１「第２回検討委員会の振り返り」について 

学校再編に対して肯定的な意見が一定程度みられました。一方で特に小規模校の子どもたちに対し

て配慮した形で進めてほしいという意見もみられました。 

 

 

 

 

 

 

 

● 議題２「全市的なアンケート調査結果」及び「関係者ヒアリングの結果」について 

学校再編によるスクールバスの導入について、期待する意見が多くみられました。これに関連して、バス

停の確保やふれあいバスの活用に関する意見がみられました。また、アンケート調査について他の方の考

えも分かるため、今後も継続して実施してほしいといった意見もみられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な意見】 

・学校再編にあたり、小規模から変わっていく子どもたちの心のケアもしてほしいと感じた。 

・学校再編に肯定的な方が多く、小中一貫を進めていって良さそうだと感じました。 

・少子化による学校の統廃合は仕方のないことなので、子供達のことを最優先に考えた形で進めてい

ってほしい。 

・同じ学校の保護者の方の意見が自分の考えと似ていることがわかり、安心した。 

【主な意見】 

・当事者となる保護者の方の意見を見て、「社会では色んな人と関わらないといけないから小さいうち

からコミュニティを広げていきたい」という意見はその通りだと思った。子供達の将来の為に大人が

今出来ることだと思う。 

・運動場を駐車場として活用することは、今後再編成されたあとも必要となると思う。懇談や授業参観

で保護者が学校に足を運ぶ時に不可欠になると感じる。スクールバスを導入した場合、子どもたち

の乗り降りにも場所が必要となると思う。 

・昨今の夏場などの過酷な気温、また、変質者などの防犯の面を考えても小学生はスクールバスを導

入してほしいと思う。 

・多くの方が賛成されているように統合していくのが妥当だと思う。統合に不安を感じる方の意見を取

り入れながら(スクールバスの導入など)進めて行けば良いと思う。 

・ふれあいバスの路線、時間などを増やすことも考えていただきたい。 

・アンケート結果を報告してくださる事で他の方の考えがわかるので今後ともお願いしたい。 

・いろいろな意見が聞けて良かった。保護者だけでなく地域の方々の意見も参考にこれからの子ども

達を育てていけたら嬉しいと思う。 
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● 議題３「学校再編検討プロセス及び再編対象グループ」について 

学校再編検討プロセス及び再編対象グループについて賛成の意見が一定程度みられました。「校区

の見直し」や「通学エリアの柔軟性の確保」といった意見もみられました。また、再編にあたっては学区毎

で児童生徒数の偏りがでないようにしてほしいという意見もみられました。再編の時期について具体的な

時期を示してほしい、できる限り早期に実施してほしいという意見もみられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【主な意見】 

・鵜沼中、中央中校区をまとめて１つのグループとしたことは良い考えだと感じた。 

・再編対象グループは妥当だと思う。ただ、稲羽中グループなど地域が広いグループがあるため、通

学方法(スクールバスの導入など)を検討も合わせて行うべきである。 

・現在提案されているプロセスに従って進めてもらいたいと思う。 

・校区の見直しが先だと思う。国道２１号より北側は八木山小学校の校区にするなど、が考えられる。 

・再編について、小中学が同じが良い意見が多いのは理解できた。しかし、そもそも市全体での小学

校区の見直しが必要なのではないかと思う。その小学校の校区によって中学も決定されるのがいい

のではないかと思った。 

・再編対象のグループについては、同意する部分もあるが通学に支障がない(通学距離が極端に長

い、危険な箇所が多い、ということがない)ようにしてほしいし、通学エリアを自由に選択できるような

柔軟性も必要だと思う。 

・校区の再編など必ずやらなければならない課題である。中学校校区にしばられない、バランスのとれ

た再編になるといい。義務教育学校の設立についても積極的に進めていくとこが大切だと思う。 

・生徒数が校区によって差があるのが大きな課題だと思う。 

・再編成にあたり生徒数になるべく偏りがないようにしてほしい。 

・再編は確実に実行されるのか。また、いつから行われるのか、決まっているか。 

・少子化が進んでいるので、早く統合 or 小中学一貫教育にしてほしい。 
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● 議題４「小中一貫教育制度（義務教育学校）」について 

比較的小中一貫に対して賛成の意見が多くみられましたが、整備にあたっては通学手段の確保や小

中一貫校とそうではない学校での学習環境を平等にしてほしいといった意見が特にみられました。一方

で新たな出会いがなくなることから反対といった意見や体格差が心配といった意見もいくつかみられまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【主な意見】 

・子どもの数が少なくなることは分かっているため、早めに進めていくべきだと思う。 

・様々な学年が一緒に活動するのは楽しそうだと思う。 

・子どもが少なくなってきているので、小中一貫校になって多くの人とかかわりを持てることは良い経

験になると思う。 

・異学年交流を通じ、子供達がいろんな事を学べたり、義務教育期間同じ理念で学んでいけることが

良いと思う。競争心を養う事も大切かも知れないが、個性を大事にしたうえで仲間との向き合い方や

良いこと・難しいことを学んでほしい。 

・学力向上の為や苦手科目、つまずきを減らす為９年間を通して基礎学力が着くように公立も私立の

ようにカリキュラムがあるといいと思う。 

・中学から不登校になってしまう話をよく聞くので小中一貫教育制度だと環境の変化に敏感な子には

とてもいいと思う。 

・小学校での学習は中学生の基本となるため 9 年間通した学習は重要であると考える。中学になって

急に難しくなることに疑問を持っている。早い段階で底上げしていくほうが効率的であり、子どもたち

のモチベーションも維持できると考えている。 

・できるだけ長く同じ環境で学ぶ方が、こどもは安心感を得やすいと思われるので、できるだけ早く小

中一貫校ができることを希望する。 

・小中一貫校とそうでない小学校、中学校においても、経験の差が大きくならないよう平等に経験が

積めるよう検討してほしい。 

・義務教育学校では、９年間継続して学習ができる利点がある一方で、小学校低学年から教科担任

制を導入することには反対である。 

・小中一貫になった場合距離が遠い子はスクールバスを出してくれるのか。出さない場合、親の負担

がかなり大きいため、スクールバスの検討をお願いしたい。 

・ご意見の中にも多々あったが、小中一貫で一つの学校に再編した際の子供(特に小学校低学年)の

登下校をどのように行うのか、安全面と保護者への負担がどうなるのか具体的な対策の立案が必

要だと思う。 

・年齢層が幅広すぎて、うまく機能しなさそうである。成長段階に応じて対応は変わると思う。 

・一貫教育だと、めりはりがなく、社会へ出た時も、同じように新しい仲間とやっていく事の対応の訓練

にならないため反対である。 

・小中一貫は反対したい。中学生になって、また他の学校の新しい友達と出会ってほしい。 

・９年間人間関係が固定されるため、いじめが起きないか不安がある。またもし転校する場合履修して

いる内容に違いがあると困ると思う。 

・学習レベルの違う子供の一貫校は風紀に不安しかない。全員に目が届くように努めてほしい。 
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● その他（学校再編にあたり配慮してほしい事項など）について 

その他の配慮してほしい事項として通学環境（特に熱中症に関する懸念）に関する意見が多くみられ

ました。また、教職員数の増加等による負担軽減を望む意見や地域全体で教育環境を整備していきたい

といった意見もいくつかみられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な意見】 

・子供達が安心して安全に登下校出来る校区の見直し（遠すぎる、広すぎる等）をしながら学校再編

を考えてほしい。 

・小中一貫校にしても合併にしても、スクールバスは必須だと思う。 

・再編成によって、通学距離が長くなってしまう地域には、スクールバスなど検討してほしいと思う。 

・子どもたちの通学に際して、(学校までの距離が遠いお子さんに関しては特に)夏場は災害級の猛暑

が続いており熱中症アラートが発令される日が年々増えているため、引き続き安全第一を考慮して

いただきたい。 

・市内なら、家庭が送迎するようなら事情があって環境を変えたい場合、転入できる制度があっても良

いかと思う。 

・小から中と一緒の友達と居られるのが基本として望ましい一方で、そうでない子に配慮して選択的

にほかの中学校も選べるようにしてほしい。 

・いじめや友達関係に悩みがある場合の配慮として、転校や学校選択制の導入を検討してほしい。 

・地域の方の力を借りてほしい。学校運営に関して、先生方や保護者だけでなく、地域の方をもっと頼

って、社会で子供達を育てる環境を作っていきたい。その為には先生方の心の余裕が必要だと思う。

先生をもっと増やしてもらい、地域の力を取り込んでほしい。 

・先生の人数を増やしてほしい。先生方も、心に余裕がないと子供達を第一に考えるのが厳しくなると

思う。 

・学校の統廃合はもちろんのこと、どの規模であっても子どもたちが不利益を被ることのないように充

分な教員数の確保をお願いしたい。 

・小・中学共に学校再編や一貫教育により、特別支援学級や通級指導教室に先生や支援サポータ

ー・コーディネーターの先生など、関わる大人が減ることのない様にしてほしい。現状は担当の先生

が少なく、負担が大きすぎる。専門知識のある特別支援学級の先生や通級の先生を増やし、支援が

必要な子に適切な支援が行き届く様に配慮をお願いしたい。 

・特別支援学級への教員の適正配置と、知的・情緒でも普通校への進学プログラムを導入し、選択肢

を増やしてほしい。 

・１クラス３０人までにしてほしい。基本１クラス３５人以上いるが、机が後ろまでパンパンで参観日は保

護者が入りきれず、いつも外に１０人くらい出ている。先生の目も行き届いてないように感じる。 

・子どもたちが充実して、安心して成長できる環境を、地域一体となって整えて行きたいと思う。 

・自治会や自治会連合会、地区社会福祉協議会のエリアが分断されないような学校再編、または、学

校再編に併せて自治会連合会エリアも整理するなど、自治会や連合会のまとまりと校区が一致する

とよいと思う。 


